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色に及ぼナアドレナリシの役割並びにその作用点を 考えられる。 3)脳下垂体前葉別出，両側副腎焼灼，
明ちかにナペ〈実験を試み次の如き結果を得た。 1) 低温時に於ける蛙のアドレナリシ感受性低下並びに
アドレナリシは乾燥時槌色にのみ関与して背景反応
時には関与しない。 2) アドレナリンは閥床下部切
断蛙を槌色せしめ得ず，亦皮膚切片の黒色素胞をも
収縮せしめ符・ぬことから，中枢性に作用するものと
背景反応治失現象は，甲状腺機能低下に基ずく閑脳
のメラノホーレシホルモシ分秘抑制中枢の興奮怯減
弱によるものであれ甲状腺製剤の連続投与により
抜復せしめ符た。
(臨床医学)
く昭和 28年 6月27日(土〉 附属病院屋階大講堂〉 
1. 舌結援の 1{.列
耳鼻咽喉科教室篠崎篤美，中村信成 
J患者 61才男
主訴は右舌縁の主主痛と腹声，患者は約1ヶ月程官ij
よD左舌識に自然痛及び会話等舌の運動による疹痛
を党えて居たが，しばらくしてその部分が硬いのに
気附き又最近暖声となった。初診時所見として耳鼻
に変化なく舌左前方縁に周聞に浸i閣を伴ふ碗豆大の 
浅い潰揚あれ喉頭は右声帯が友赤色で中等度に肥
厚し後連合附近に鋸歯状米粒大の突起物がある。舌 
潰寡よ P試験切片を取Pで鏡見ずるに多数の豆細胞 
を有する結核結節を認め石炭化は少い。明かに結核
性潰療である。胸部は両側の空洞を有ナる結核を認
めた。ストマイ注射1日19を行い 24gにより舌は
潰蕩消失し腕豆大の浸潤をふれるのみとな!1J候頭の
所見は消失した。
舌結核は稀有の疾患でその顔度，成悶，治療撃に
就き報告した。 
2. 最近の鼻結稜の4倒
耳鼻咽喉科教室市原鶴子，山崎 博
最近経験した鼻結核の 4例を報告し，各症例に各
々，テイピオシ， PAS，ストレプトマイシシ及び?-
トレプトマイシシ及び PASの併用療法を行って良
結果を得た。最近は結核に対す--3治療剤の進歩に依 
D診断の決定を第一と考え組織学的検査に依 P確定
し，早期の治療を必要ξナ-3と述べた。 
3. 本教室10年聞に於る肋膜炎の統計酷観察
石川!内科 	 杉村侍ー，砂 JI 孝， 
福永和雄，鈴木一郎，杉山甲子造，
小川金一，日々沢俊夫，小島恒教
疾患の 8.91%に当!J16年 173例より 25年 39例と
漸次減少して居る。男女別は男 453女 360{9dで年令
は15，-，30才が 71%を1J:iめ 21"，，25才が最も多い，
季節的には 3"，， 6月43%最高を示し 11"，， 1月19%
で最も少い。ヲ反応との関係は初回陽性後6ヶ月以
内に 40例中 72?台工年以内!て 95%が発病して居る。
発的時自覚症は 70% I亡発熱を見，其他胸痛，圧迫
感，咳欺，培疾，盗汗等何等あの症扶を認める。
162例につき赤沈値を見るに惨出期に1時間 50mm
以上を 80% K認め，其後期に中等度充迩を示し版
J民期に再び尤迭しID復につれ平常値に復しで居!7， 
6ヶ月以内に 85%が回復ナる。肺結核6327例中ま
が肋膜炎を経過し，惨出性は 241例中 42%が3年
以内に結節，硬化型は 3年以後の者に多〈みられ
る。特に粟粒結核にで死亡せるむ例は総て 1年以内
に発病をみている。 
4. ~参i藍出機転に関する研究，循環畠按量及び
縮鴎外液量に就て
石川内科 江畑耕作，松田 E 久，
関 克己，問中由宜，宇井 清
穆j慮出捜転に関ナる研究の一助として失の動物実
験を行った。即ち成熟雄性家兎を使用してその右胸
腔内に各種溶液を注入して強弱各種の侵襲に対ナる
循環血柴量及び細胞外液景の変動を観察した。
1) 生理的食撞水 20cc注入例では注入後循環血 
柴量に著明な変動は認められない。
2) 蒸摺水 20cc注入例では当初土 P循環血紫量
の顕著なる噌加が認められ3時間後にも存続ナる。 
3) 0.5mgヒ九五タミシ添加蒸溜水 20cc注入例で
は前者を抑制ナるが如くでるお。 
4) 5%プドー糖液 50cc注入例では循環血奨量
は当初速かに噌長し 3時間後に至り漸次減少を示ナ
石川内科に於る昭和 16~25年D年 10 問に於~特 如くであり，一方細胞外波長は当初念速に減少し以
発性肋膜炎は 813例で総患者数の 1.31%，総結核性 後減少を続け忍如くでああ。
